
 
第１８期 第５回練馬区立男女共同参画センター運営委員会 会議録（要録） 

 
１ 日時   令和５年８月３１日（木）午後２時００分～午後３時３０分 
 
２ 場所   練馬区立男女共同参画センター ３階 研修室 
 
３ 出席者  田村委員長、池田副委員長、上村委員、澤井委員、加藤委員、早尻委員、

山森委員、櫻井委員、堀野委員、山﨑委員、渡邉委員、小野委員、 
       （区職員）人権・男女共同参画課長、担当係長、担当主査 

（事務局）担当理事、所長、事務担当職員４名  
 
４ 傍聴者  なし 
 
５ 議題 
 (1) えーるフェスティバルについて 
 
６ 議事内容 
  次第に基づき審議を行った。 

(1) えーるフェスティバルについて 
    資料１「えーるフェスティバルについて」事務局より説明した。 
    質疑・応答 
   （委 員）・フェスティバルの名称の記載について統一した方が良い。 
   （事務局）・名称は、実行委員会の中で決定し、統一をとって行きたい。 
   （委 員）・統一する必要があるのか。例年の実行委員会で決定するということでも

良いのではないか。 
   （委 員）・事務局の説明で、専門的なものはともかく広く浅くと言う話があったが

これが、開催の考え方になっているのか。 
   （事務局）・基本的な考え方は、男女共同参画を考えるきっかけ作りの内容と考えて

いる。 
   （委 員）・開催の考え方をある程度決めて、この枠の中で実行委員会には、実施し

ろという感じにとれる。本来は、実行委員会で考えていくのではないか。 
   （事務局）・基本的には、実行委員会の中で考えて頂く。ただ、考えて頂くひとつの

材料として提案した。 
   （委 員）・事務局の軸があって、実行委員会が組織された中で、新たなフェスティ

バルを作っていくということではないか。 
   （委 員）・一番大事なのは、男女共同参画センターの在り方なので、それを根っこ

に皆で考えていくことが必要だ。 



   （委 員）・集客方法について、区、事務局も含めもっと検討が必要だ。 
   （事務局）・事務局でも集客方法については、重点事項と考えている。実行委員会の

なかで、積極的に論議し、協力してＰＲに務めたい。 
        ・区としても周知については、区報、新しく出来た区の公式ＬＩＮＥ、X

等 SNSを活用している。 
        ・実行委員の公募についても区報だけでなく、若い人の視点を入れるため

区内の日本大学藝術学部、武蔵大学に周知している。 
   （委 員）・開催方式は、対面方式でも良いが、実施したことを終了後一週間程度期

間限定で良いのでユーチューブで流しても良いのでは。 
   （事務局）・フェスティバルの期間中に来て貰うという考え方、それから結果の報告

については、ホームページ上に記録として載せようかと考えている。 
   （委 員）・原則は対面方式だが、必要に応じてユーチューブ、ズームの活用があっ

ても良い。 
        この内容は、本来実行委員会で決定するものではないか。 
   （事務局）・事務局側の提案であり、方向性も運営委員の皆様に決めて頂きたい。 
   （委 員）・コロナ前も非常に残念だったのは、来館できない方々に公開出来なかっ

た事である。コロナ禍になって、ユーチューブ等利用して、大変良かっ
た。 

   （委 員）・このフェスティバルの目的は、皆さんにえーるに来て貰うことなのか、
または、多くの人が興味を持つことなのか、もしそうだとするのなら来
館できない方々に色々な手段を遣って良いと思う。 

   （委 員）・アンケートの結果でも、今年度同様、対面方式、オンデマンド配信の併
用方法が良いと６０％以上の方が賛成しているのに対面方式のみと言う
のが判らない。また、この内容は、フェスティバルの実行委員会で話し
合うべきと思う。 

   （委 員）・対面方式ついては、今までのやり方を踏まえた方式と思った。 
   （事務局）・開催方法、開催日、公募委員の三点について、当運営委員会で進め方に

ついて決めて頂きたい。 
   （委 員）・開催日については、本日の運営委員会で決めて欲しい。 
   （事務局）・大まかな方針を運営委員会で決めて、公募の委員を募集したい。 
        ・開催方式については、現在、第 6次練馬区男女共同参画計画を作成する

に当たり実施した区民意識調査の速報結果でえーるフェスティバルの認
知度が 4.9％しかない。この数値を上げるフェスティバルの内容を委員
の皆様と事務局で考える必要がある。 

 
   （委員長）・開催日は、各委員の挙手により令和 6年 6月 15日から 16日の 2日間

で決定。 
        ・公募委員は 7名程度募集する。 



        ・開催方法については、対面方式を主とする方向で詳細は実行委員会で決
めていく。 
承認    

 
(2) その他について 

下記三点について、事務局より口頭で説明した。 
・次回の開催日程については、正副委員長および区と協議し、10 月 27 日（金）午
後４時 30分から午後５時 30分で開催したい。 

   （質疑、なし） 承認 
・2024男女共同参画センターえーるフェスティバル第 1回実行委員会を同日の午後

6時から開催したい。公募委員には、多岐に渡る方々に参加して頂く中で、仕事を
お持ちの方もいるので、夜間の開催とする。 
（質疑、なし） 承認 
・えーる 3階の研修室、和室の大・小にWi-Fiのアクセスポイントを設置するので、
９月 15日（金）からWi-Fiの利用が可能となる。 

   
     
    
 
 

 
【作成日】令和５年９月 29日 

                     【作 成】練馬区立男女共同参画センター指定管理者 
特定非営利活動法人練馬区障害者福祉推進機構 


